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「美しい森林づくり全国推進

会議」における出席者の発言を

報告しているところですが、今

回は、亀渕昭信氏（音楽番組ディ
か め ぶ ち あ き の ぶ

スクジョッキー、前ニッポン放送社

長）、財団法人ボーイスカウト

日本連盟、古瀬誠氏（日本の
ふ る せ まこと

森を守る地方銀行有志の会事務

局代表、山陰合同銀行頭取）か

らの挨拶（要旨）をご紹介します。

◇亀渕昭信氏挨拶（音楽番組ディスクジョッキー、前ニッポン放送社長)

私もフォレスト・サポーターズのメン

バーとして、「美しい森林づくり推進国民

運動」がもっと多くの人に理解していた
だくようにお役にたちたいと思っている

一人であります。

十数年前になりますが、持病の腰痛が

ひどくなったとき、「腰を治すのには山を
歩くのが一番いいよ」とお医者さんに言

われ、それから歩くことを始めました。

山に行って目につくのは、やはり山が荒れている状況です。今、我々
がやらなければいけないのは、自然のサイクルを復活させるということ

ではないかと思うのです。山を歩くと、余計な木や枝を切ることを忘れ

てしまっている。この伐採していない造林地がたくさんありまして、そ
ういうところは、とても目につくわけですが、山が痩せていて、悲鳴が

あがっているような、そんな感じがします。

前に丹沢に行ったときに、山を持っている方から、30㎝の10ｍ位の木

について「亀渕さんこれいくらくらいするか知ってますか？」と聞かれ、
「１万円くらいするんじゃないですか」と言ったら、「１本300円ですよ」

と言われました。木を伐って、下まで下ろして、それを加工して、木材

にするのですから、大変な仕事だと思いますが、あまりに安いのでびっ

自然のサイクルを復活させなければならない

(財)ボーイスカウト日本連盟による活動報告の模様



くりしました。

農水大臣が、以前「日本の米をもっと食べて下さい」とおっしゃって
いましたが、我々は「日本の木をもっともっと使ってください」という

プロモーションや宣伝が必要じゃないかと思います。国産木材の需要を

喚起して、供給を高めるということが大事じゃないかなというように思
います。

それからもう一つ、植林した森もとても素敵なんですが、もう一つ、

森や林を落葉の広葉樹林に作り変えるということもとっても大事じゃな

いかと思います。最近は里山を大切にしようという運動をなさっている
方がたくさんいらっしゃいまして、僕はとてもいいことだと思うのです。

広葉樹林、雑木林には太陽の陽がさんさんと当たって、そこに動物も

いれば、昆虫もいれば、木も生えている。木の実もあって、本当にたく
さんの自然があるように思います。人間の生活の原点もあんなところに

あるんじゃないかと、思うんです。

それから、植林ばかりしても、決して森が豊かにならないんじゃない

か、できる限りこの自然の環境に任せること、これが一番良いことでは
ないかなと思います。

今やエコの時代ですけども、我々がやらなければいけないことは、自

然環境の循環を絶やさないこと。これもまた人間社会と同じだと思いま
す。我々年配者の役目の一つは、あとに続く若者たちに、自分たちの夢

を実現出来るような環境を作ってあげること。それと同じく、自然が循

環出来るような環境を意識して作ること、これがとても大事なことじゃ
ないかと思うのです。自然のサイクルを復活させ、自然環境と人間、動

物とか生き物、といったものを調和させる、これがエコの原点じゃない

かと考えます。

今後も私は、この山歩きを通じて、自然を守っていきたいと思ってお
ります。みなさん、これからもがんばっていきましょう。

◇(財)ボーイスカウト日本連盟（全国推進会議構成団体）

私達は、神奈川連盟小田原第２団に所属するベンチャースカウトの山

本です。古橋です。船本です。

本日は神奈川での森づくりについてお話しします。

ボーイスカウト神奈川連盟は、平成１１年に５０周年記念事業として、
多くの事業に取り組みました。メイ

ンテーマは、「役立つスカウティング

を地域から世界へ」でした。その一
環として、地球の環境を大切にし、

整備していく活動の一つとして、各

年代のスカウトにふさわしい緑を増

やす活動を行うということになり、
地域での緑化活動や緑の羽根募金活

動、植林活動を行いました。その中

のボーイスカウト神奈川の森植林活動は、中高生のスカウトを中心に約
３００名が参加して行われました。植林地は、丹沢山地の中腹で、水源の

下刈り、植林や募金活動を通じて自然を守っていきます



森林約１ヘクタールに、ケヤキやコナラなど計２，７００本を私達の先輩が

植林しました。この活動を先輩スカウトから引継ぎ、現在私達が育樹活
動を行い、今年で１０年目の下刈りが行われます。しかし、１０年の間に、

ニホンジカに苗木が食べられ、また私達も不慣れな山地での下刈りで苗

木を伐ってしまい、元気の良い樹木の生えそろった森林となるには、ま
だまだ時間がかかりそうです。森林を育てていく難しさをとても強く感

じています。これからもボーイスカウトの下刈りや植林や募金活動を通し

て、いつもお世話になっている自然を守っていきたいと考えます。

さて、私達の団では、ボーイスカウト活動を通して、様々に自然と関
わってきました。森は私達に、活動の場所を与えてくれ、森にある薪を

拾い火をおこし、森に流れる水を使い炊事をします。キャンプをすると

きは、できるだけ森を傷つけないように考え、終わった後は、何もなか
ったかのような状態で去り、自然に対する感謝の気持ちを持って、自然

と共存してきました。キャンプでは、森の中で生活を送ります。時には

夜になるとナイトゲームやキャンプファイアなどをします。ナイトゲー

ムでは、夜の森の神秘さや静けさの中で、昼とは違う森を堪能します。
キャンプファイアでは、歌を歌ったり、ゲームをしたりして大いに楽し

み、火の暖かさを森の暗やみに包まれながら感じます。このような環境

の中で、スカウト活動をすることにより、改めて森の大切さ、偉大さを
実感することができます。森林と触れ合うことのできる機会が多い中、

活動を通し、この森林環境を悪化させることなく、より良い状態にして、

未来へ受け継いでいけることができればいいと思います。

◇古瀬誠氏挨拶（日本の森を守る地方銀行有志

の会事務局代表、山陰合同銀行頭取））

私どもの銀行業界では、全国地方銀行
協会という会が６４行あり、その団体の６０

行が参加（注：現在では全６４行参加）い

たしまして、日本の森を守る地方銀行有
志の会を設立いたしました。活動をこれ

からまさに始めようとしているところで

すが、その経緯と目的について少しご報

告させていただきます。
そもそも、昨年の５月、ちょうど洞爺湖サミットを２ヶ月後に控えた

時期でしたが、東京で京都銀行の柏原頭取と会食をし、そこで、環境問

題が国の重要な政策課題になっているということを踏まえ、私達の銀行
でも何かお役に立てることはないのかという話をしました。その際に全

国に山林は存在しておりますので、地域のリーディングカンパニーとし

て地域に密着した銀行が、それらの運動に取り組めば、少しは国のお役

に立てるのではないかという話をいたしまして、合意をいたしました。
その日のうちに、すぐ持ち帰りまして、私共の銀行の中の事務局で、

今後の展開について検討をいたしました。昨年の秋には、８つの銀行の

頭取さんにご相談申し上げて、発起人会というものを立ち上げ、そこで
さらに検討を加えて、今年になってから、加盟の各銀行にお誘いし、現

“日本の森を守る地方銀行有志の会”をよろしく



在までのところ、６０行をもって、第１回の設立総会の開催を予定してい

るところです。１２月には、京都でキックオフイベントを行いまして、全
国に広く発信をしたいとこう思っているところです。

そもそもなぜそのようなことを思いついたかということですが、私ど

もの銀行では、３年ほど前から本格的に島根県と鳥取県で森林保全活動
を熱心に取り組んでおります。県土の７０％以上を占めております森林が、

大変に荒廃が進んできておる現状とか、あるいは森を守る大切さを広く

県民に知っていただきたいということから始めた活動で、２つの切り口

でもって具体的に活動しております。
１つは、県内に存在する企業が、森を一定の条件で借り受け、従業員

や家族が、実際の森林の保全活動に携われている。これを広めていきた

いとこう思いまして、両県の知事さんにご相談を申し上げまして、鳥取
では共生の森、島根では企業参加の森づくりという主旨で、制度を立ち

上げて頂きました。そこを我々が、両県内で４箇所の森を借り受けまし

て、実際に森林の保全の活動を行いますとともに、企業に働きかけを行

って、今までのところ鳥取県で１２社、島根県で５社の企業が熱心に森林
の保全の活動に取り組んでおります。さらにまたこれが広がっていく状

況にありまして、非常に一定の成果を得ているなと思っています。

そして、もう１つの切り口というのは、市民のＮＰＯ法人を始め各団
体の活動をサポートすることによって、地域の運動に発展させていくと

いうことです。当初お集まりいただいたのは１８団体でしたが、私どもで

事務所を持ちまして、情報の交換をしながら、広く活動を広げていく作
業をやってまいりまして、今ではお陰様で４２団体が加盟して森を守ろう

山陰ネットワーク会議というの作っているところです。地域に我々がい

るから、こういうことが可能なわけで、地域の銀行同士がこういう風な

活動をやれば、川下の方から全国的な運動を展開できる可能性があるの
ではないかと思いましたので、地銀の中で進めをいたしているところで

ございます。

もちろんこれから正式に取り組みますのは、この２つの切り口だけで
はありません。我々は銀行ですから、例えば、地域の材木を使って住宅

ローンを借りられる。借りられた人には、少し金利を優遇して差し上げ

るとか、あるいは、森林の保全活動に熱心な企業には、様々な金融商品

を提供することで運動を推進するとか、あるいは地域の森林ビジネスそ

のものを地域の主体である我々が金融の

コントロールタワーになってですね、より

地域に根ざしたビジネスのモデルを作るた

めのお役に立てないかといったような、

いろんな切り口で４つぐらいのテーマご

とに分科会を作って、具体的な活動をす

るように準備を進めているところです。

※ 「美しい森林づくりニュース」のメールマガジンの配信を始めています。
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登録はこちらから → http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/utsukushiimoridukuri/mail.html


